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　10月８日㈯から10日㈷の３日
間、明海地区の総合公園で、「うら
やす復興祭」が好天の下、盛大に開
催されました。
　例年、文化会館の周辺で開かれて
いた「市民まつり」を、震災のあっ
た今年は、元町の皆さんに被災し
た中町･新町を少しでも知ってもら
い、16万市民が一丸となって復興
を目指そうと、会場を新町地域に移
し、開催されました。
　マーチング･パフォーマンス、メ
インステージでの音楽演奏やダンス
の演舞などがあり、グルメのお店や
さまざまな物産店、市内のホテルの
出店などその数は100店を超え、ふ
だんは広々とした総合公園の広場も
この日ばかりは狭く感じました。
　３日間の売り上げが予想をはるか
に超えて歓声を上げる出店者がいる

など、復興の兆しを思わせる場面も
見られました。
　初日は、オープニングパレードに
先立ち、被災直後から格別な支援を
いただいた陸上自衛隊需品学校や、
東京都下水道局、全国から駆けつけ
てくれた市町村を代表して江戸川
区、ライフラインの応急復旧に関わ
った事業者代表の京葉ガス、さらに
市内の建設業者・商工業者などを代
表して浦安商工会議所に、被災以来
これまでのご尽力に感謝の気持ちを
伝える「感謝セレモニー」を行いま
した。
　パレードの華は、ミッキーマウス
など東京ディズニーリゾートのキャ
ラクターたちはもちろんのことで
すが、圧巻は英国女王陛下の近衛
軍楽隊として200年余の歴史を誇る
「コールドストリーム･ガーズ･バ
ンド」のパレードでした。
　今年はエリザベス女王の在位60
周年のために英国大使館などが本国
から呼び寄せていましたが、実行委
員会の努力で、復興祭への参加が可

能になったものです。
　熊の毛皮で作った独特の縦長の黒
い帽子に真紅の礼装と、まるでおも
ちゃの兵隊を思わせる装いの42名
に、スコットランドの民族衣装を身
にまとったバグパイプ奏者の６名を
加えた、見た目も屈強な英国軍人の
堂々たるマーチング・パレードに、
沿道に押しかけた市民から大きな拍
手と歓声が沸き起こっていました。
　特に本部席の前でのバグパイプに
よる「アメイジング･グレイス」の
演奏には心を打たれました。
　最終日には、４年に一回の三社祭
を来年に控えた清瀧神社・豊受神
社・稲荷神社の若衆による御

み

輿
こ し

の渡
御が行われました。
　今回の震災で唯一の救いは、62年
ぶりの激甚災害の指定であるにもか
かわらず死者が出なかったことと、
元町の被害が軽微だったことです。

　元町を代表する三社の総代の皆さ
んが、中町･新町頑張れと御輿の渡
御で応援してくれたことは、何より
もうれしいことでした。
　また、入船東自治会と富岡自治会
手作りの御輿を三社の若衆が一体と
なって担ぎました。昔から、浦安の
祭りはけんか祭りと言われるくらい
荒々しく、三社の若衆が一緒に担ぐ
ことなど考えられなかったそうです
が、震災を機に「三社の和」という
希望を投げかけたように思いまし
た。
　３日間の人出は、約33万人と事
前の予想をはるかに超え、これから
の復興への大きな弾

は ず

みとなりまし
た。
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※（　）は前年比

国庫支出金 9.6％
62億439万円（＋37.87％）

土木費 12.9％
79億3204万円（＋28.97%）

教育費 20.5％
126億4707万円（－12.49%）

繰入金 6.5％
41億9717万円（＋28.51％）

衛生費 10.8%
66億5058万円（＋6.71%）

公債費 6.3%
39億1185万円（－6.78%）

総務費 12.7%
78億3059万円（－17.13%）

市債 4.9％
31億5400万円（＋12.95％）

県支出金 3.3％ 21億4688万円（＋46.08％）

消防費 3.0% 18億7020万円（－0.7%）

繰越金 3.1％ 20億698万円（－45.65%）

諸収入 3.0％ 19億5112万円（＋19.80%）

使用料および手数料 2.8％ 18億3433万円（－2.22%）

地方消費税交付金 2.7％ 17億7542万円（－0.17%）

分担金および負担金 1.0% 6億5026万円（＋0.48%）

個人市民税 40.9%

固定資産税 47.8%

商工費 1.1% 6億7019万円（＋4.60%）

そのほか 2.5%（右記参照）

そのほか 1%（右記参照）

市税 60.6％
391億1239万円（－1.23％）

民生費 31.7%
195億6457万円（＋18.56%）

そのほか 2.6%

法人市民税 8.7%

こども 52.7%

保健衛生 62.4%

清掃 37.6%

福祉・年金 36.4%

生活保護 9.8%

災害救助 1.1%

歳入　645億6585万円

歳出　616億3855万円
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一般会計

　22年度は、定額給付金などに伴う補助費などや公債費の減少はありましたが、子ども
手当や生活保護費などにかかる扶助費や任意予防接種などにかかる物件費などの増加によ
り、一般会計の歳出額は約616億円と前年度に比較して約３％増加しました。
　歳入は、個人市民税、地方特例交付金などで減少がありましたが、法人市民税、固定資
産税、土地開発基金繰入金や高洲地区公民館複合施設整備などに伴う市債の増加により、
一般会計の歳入額は約645億円と前年度と比較して約３％増加しました。

決算の概要人口・世帯数 （23年３月 31日現在）

7万3341世帯世帯数

16万5128人人　口

歳入

歳出

平成22年度決算

616億3855万円
　皆さんからの税金などを、さまざまな事業を行うために使うお金のこと
です。

民生費  年金、生活保護費、各福祉手当、福祉施設・保育園の管理・運営など
教育費  幼稚園、小・中学校、公民館、図書館、スポーツ施設の管理・

運営、青少年健全育成など
総務費  市の運営、選挙、地域コミュニティ、防犯対策、防災対策など
衛生費  各種健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処理施設の管理・運営など
土木費  道路・橋・公園・河川・市営住宅の管理、市街地の整備、都市計画など
公債費  市債の返済に使われたお金（家計でいう住宅ローンの返済）
消防費 消防署の管理・運営、消防車の購入、防火・消化活動など
災害復旧費 震災により被害を受けたインフラなどの応急復旧経費など

645億6585万円
　市民税などの市税や国・県からの支出金、公共施設の使用料など、市に
入ってくるお金のことです。

市税 市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など
国庫支出金 児童扶養手当給付費負担金、生活保護費負担金など
繰越金 前年度からの繰越金など
繰入金 基金、特別会計からの繰り入れ金
市債 市が発行する債券（家計でいう住宅ローン）
使用料及び手数料 施設の使用料、手続きに関する手数料など

議会費 3億1562万円
災害復旧費 2億2538万円
農林水産業費 2046万円

そのほかの内訳

財産収入 3億4986万円
地方特例交付金 3億1780万円
地方譲与税 3億1106万円
利子割交付金 1億2203万円
寄付金 1億2056万円
地方交付税 1億1347万円
自動車取得税交付金 1億355万円
株式等譲渡所得割交付金 2621万円
配当割交付金 4759万円
交通安全対策特別交付金 2078万円

そのほかの内訳

市民１人あたりの負担額
歳出÷22年度末人口

37万3277円
民生費 11万8481円
教育費 7万6590円
土木費 4万8036円
総務費 4万7421円
衛生費 4万275円

公債費 2万3690円
消防費 1万1326円
商工費 4059円
そのほか 3400円
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特別会計

22年度特別会計の決算
科　　目 歳　　入 歳　　出
国民健康保険
特別会計 114億6818万円 106億4309万円

公共下水道事業
特別会計 34億9640万円 32億543万円

老人保健
特別会計 215万円 79万円

墓地公園事業
特別会計 2億9765万円 2億8628万円

保険事業勘定 41億3141万円 40億8497万円
介護サービス
事業勘定 11億8219万円 10億7416万円

後期高齢者医療
特別会計 7億6862万円 7億5685万円

合　　計 213億4660万円 200億5157万円

平成23年度予算のこれまでの執行状況

　23年度は、東日本大震災により被害を受けた道路や建物などの復旧にかかる予算を補正して
計上しているため、予算は22年度決算を上回っています。
　上半期の執行状況は、市の自主財源に大きな割合を占める市税収入は昨年同時期に比べ、若干
減少しています。歳出では、災害復旧・復興をより推進していくため、多くの事業を計画的に進
めています。

執行状況の概要
（９月末現在）

22年度市財政の健全化判断比較・資金不足を公表します

基金への繰入金 10億円
23年度への繰越金 19億2730万円

歳入と歳出の差額

29億2730万円

歳入
39.3％

［予算現額］709億6096万円［収入済額］278億8613万円

市税 41.3％
［予算現額］397億6252万円
［収入済額］164億541万円

地方消費税
交付金

52.3％
［予算現額］18億9550万円
［収入済額］9億9104万円

使用料および
手数料

38.6％
［予算現額］19億2817万円
［収入済額］7億4423万円

国庫支出金 37.4％
［予算現額］90億2552万円
［収入済額］33億7803万円

県支出金 14.9%
［予算現額］33億5782万円
［収入済額］4億9940万円

繰入金 0.5%
［予算現額］22億9799万円
［収入済額］1120万円

繰越金 133.9%
［予算現額］14億4027万円
［収入済額］19億2866万円

諸収入 94.3%
［予算現額］25億554万円
［収入済額］23億6235万円

市債 0%
［予算現額］65億4660万円
［収入済額］

そのほか 71.1%
［予算現額］22億103万円
［収入済額］15億6581万円

歳出
35.2%

［予算現額］709億6096万円［支出済額］249億8255万円

民生費 43.7%
［予算現額］214億3656万円
［支出済額］93億5950万円

総務費 30.1%
［予算現額］100億7133万円
［支出済額］30億3622万円

衛生費 37.1%
［予算現額］65億8875万円
［支出済額］24億4534万円

商工費 65.9%
［予算現額］7億977万円
［支出済額］4億6747万円

土木費 24.0%
［予算現額］64億6551万円
［支出済額］15億5457万円

消防費 45.0%
［予算現額］19億356万円
［支出済額］8億5584万円

災害復旧費 16.8%
［予算現額］93億1082万円
［支出済額］15億6198万円

教育費 36.3%
［予算現額］98億5191万円
［支出済額］35億7488万円

公債費 46.4%
［予算現額］40億9515万円
［支出済額］19億120万円

そのほか 42.7%
［予算現額］5億2760万円
［支出済額］2億2555万円

科　　　目 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 114億8200万円 58億3168万円 48億5554万円
公共下水道事業特別会計 98億2464万円 8億8346万円 14億4663万円
墓地公園事業特別会計 2億6430万円 1億4263万円 9278万円
保険事業勘定 43億5400万円 20億7106万円 17億9354万円

介護サービス事業勘定 11億8416万円 6億4636万円 5億8944万円
後期高齢者医療特別会計 7億8600万円 2億9299万円 1億5932万円

合　　　計 278億9240万円 98億6818万円 89億3725万円

■23年９月末現在の特別会計の執行状況

■23年９月末現在の一般会計の執行状況

■23年９月30日現在の
　市債の残高

区　分 金　額 構成比
一般会計債 214億1693万円 64.7%
下水道事業債 101億1660万円 30.5%
介護サービス
事業債 15億9553万円 4.8%

■23年９月30日現在市が
　持っている土地・建物など

土　　地 2,125,183㎡
建　　物 417,327㎡

基金現金・有価証券 255億149万円
車 177台

バイク 17台

　市公共下水道事業特別会計の料金収入
などに対する資金不足の規模を計算した
資金不足比率は、経営健全化基準（20
％）をクリアしています。

■公営企業ごとの資金不足比率

当該比率について、詳しくは、
市ホームページをご覧ください

　22年度の市の実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率の４つの健全化
判断比率と公営企業ごとの資金不
足比率について、右表のとおり公
表します。

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率、
将来負担比率は、黒字の場合は
「－」の表記になります

実質赤字
比率

健全団体

早期健全化基準 財政健全基準

財政悪化健全財政

早期健全化団体 財政再建団体

連結実質
赤字比率
実質公債費
比率
将来負担
比率

11.38% 20%

16.38% 40%

25%8.6%

350%

35%

22年度末市債の
現在高、私有財産、税の状況

土　　地 2,124,767 ㎡
建　　物 417,327 ㎡

基金現金・有価証券 245億8906万円
車 180台
バイク 18台

14万8909円
市民１人あたりの預貯金
22年度基金現金・有価証券÷22年度末人口

■22年度市が持っている土地・建物など

■22年度末の市債の残高

22万8173円
市民１人あたりの借入金残高

22年度末市債の現在高÷平成22年度末人口

一般会計債 66.6％
250億9609万円

下水道事業債 28.6% 107億8798万円

介護サービス事業債 4.8% 17億9375万円

　市債は市の借金ですが、道路整備や学校など、将来に
わたって長期間使われる施設の建設費用などを、現在の
市民と将来の市民が分け合い、「世代間の負担の公平」
を図っていく制度です。


